
会期 2017年3月26日(日) 10:00～15:50 

福岡国際会議場 福岡県福岡市博多区石城町2-1 

「歯科領域における漢方の役割」 
 石毛 敦 (横浜薬科大学漢方薬学科／漢方薬物学研究室教授) 

 オーラルフレイルは今、注目を集めている概念で、病的な加齢に至る前の適切に介入すれば元に戻ると言う意味が有り、東洋医
学では「未病を治 す」にあたります。オーラルフレイルは適切な対応を取らないと口腔機能低下症、そして口腔機能障害へ進行
していくとされています。 
 オーラルフレイルへの対応として東洋医学は非常に優れていると思われます。日本歯科東洋医学会の果たす役割も大きいモノが
有ると思われます。今回は第１回目として症例検討を実施したいと思います。 

大 会 長 : 阿南 壽 福岡歯科大学口腔治療学講座歯科保存学分野教授 

準備委員長 : 泉 利雄 福岡歯科大学口腔治療学講座歯科保存学分野准教授 

http://www.kokuhoken.jp/jscd138 

会場 オフィス東京（東京都中央区京橋１－６－８ コルマ京橋ビル）  

そろそろ本気で 漢方を勉強してみませんか 

研修会概要 

 現在、漢方薬は口腔内の疾患に対し、健保にて7方剤がされています。具体的には、口内炎、口腔乾燥症、
味覚障害、口臭、舌痛症、顎関節症、抜歯後処置、歯周疾患、口腔がん、口腔不定愁訴などに使用されてい
ます。最近では、口腔疾患は単に局所の疾患ではなく、全身疾患とも関係することが明らかになってきまし
た。口腔細菌が関与する疾患や、咬合の不具合が慢性的な心身的ストレスになり、精神疾患との兼ね合いも
疑われています。 
 そのため、全身の状態を診て局所の症状を治す漢方薬が歯科でも必要になってきたのだと思われます。 
今後、益々漢方の理解を深めることで歯科領域だけでなく、全身的な健康が守られることを強く願っていま
すが、その辺りについて、ご講演いただきます。 

［午前の部］ 

［午後の部］ Ⅰ「これからの当会の進む道について理解しよう！特にJLOMについて」 
 （フリーディスカッション）        鹿児島大学 山口孝二郎先生と研修会参加者 

［申込要領］ 

【対 象】 歯科医師  ・  コデンタルスタッフ  
【参加費】 事前登録制（2017年3月20日（月）まで） 歯科医師 10,000円  コデンタルスタッフ 5,000円   
【申込方法】以下の申込書に必要事項をご記入いただき、FAXにて、お申し込みください。参加費の支払いは当日、  
      研修会会場にて、お支払いいただきます。 
【申込先】日本歯科東洋医学会研修会事務局 FAX：03－3947－8873   電話：03－3947－8761         
           Ｅメール：gakkai2@kokuhoken.or.jp 

日本歯科東洋医学会研修会申込書    ＦＡＸ 03-3947-8873 

           区分  【  歯科医師    歯科衛生士    歯科技工士    その他(                  ) 】 

 氏    名                                                        (ﾌﾘｶﾞﾅ                                                                            ) 

  

 勤務先名称 

 勤務先住所  〒 

 

  TEL                                                                                       FAX 

  E-Mail 

 本会は平成19年に歯科医学会の認定分科会になり、歯科における東洋医学のリーダーとしての役割が飛躍的に大きくなりまし
た。そして今年度はJLOM（日本東洋医学サミット会議）に参加し、益々活動の場が広がるとともにその責務も負うことになりま
した。会員が本会の現在の立場を理解し、今後の発展に向けて進んでいくための解説とフリーディスカッションを行いたいと思
います。 
●JLOMとは何なのか？もう一度おさらいをしましょう！ 
●国内、海外の諸団体の中でどのようにかかわっていけばよいのか?   
この2点を13:00～14:15に山口孝二郎先生に解説していただき、その後、フリーディスカッションの予定です。 

Ⅱ「フレイル(特にオーラルフレイル)とは何か? 東洋医学はオーラルフレイルが得意です。」 
 ●オーラルフレイル総論  （14:45～15:15）  秋田県 小澤夏生先生 
 ●会員発表（15:20～15:50）   
     「口腔乾燥を主訴とするオーラルフレイルに対する漢方治療」  山形県 池田聡子先生 


